
登録
区分

■適用条件等（自然条件・現場条件等の活用上の留意点）

■公共事業における施工・活用方法

従来技術に比べ、中温化混合物としての製品製造が行える。また混合物
温度が低下しやすい状況でも、フォームド化による締固め特性の向上により、
均一かつ高い締固め度が得られ、アスファルト舗装の品質および耐久性の
向上に寄与する。

■技術概要・ポイント（写真・図面等を適宜貼付）

技術概要

アスファルトを特殊装置でフォームド化することで、従来のアスファルト
混合物に比べて、製造温度を最大で30℃下げることができるため、骨材
加熱に使用する化石燃料が削減でき、ＣＯ２排出量が低減できる技術。
特記事項
締固め特性の向上により、均一かつ高い締固め度が得られるとともに、
アスファルト舗装の品質および耐久性が向上する。

本技術は製造時にアスファルトの体積を
膨張させて粘性を一時的に低下させるこ
とで，
製造時の混合性や施工時の作業性を改善
したアスファルト混合物である。アス
ファルト
をフォームド化することで，従来技術と
比較して締固め特性が向上し，高く均一
な締固

適用条件・施工方法等
現場条件：制約は特になし

適用条件・施工方法等
現場条件：制約は特になし
自然条件：制約は特になし
施工方法：従来のアスファルト混合物と同じである

提供可能地域：広島市佐伯区五日市港の工場、広島県尾道市原田町の
工場から90分程度（50㎞程度）の距離圏内の地域、（基本的には従来技
術の運搬可能範囲よりも拡大が可能となる）

締固め特性が向上し、高い締固め度が得られるとともに、均一な締固め
度が得られ、アスファルト舗装の品質および耐久性が向上する技術
域

1.単独 2.共同研究(民民) 3.共同研究(官民) 4.共同研究(民学)

開発会社： 前田道路株式会社 販売会社：前田道路株式会社 協会：

開発

体制等

申請技術は合材製造・混合の過程でアスファルトバインダーを専用装

置によりフォームド化（微泡化）したものを用いており、従来技術と同様以
上に均一かつ確実に施工ができる。

1.道路 2.河川 3.ダム 4.砂防 5.港湾 6.海岸
7.下水道 8.公園 9.その他 10.全般適用事業

長寿命化 部門

申請者名：前田道路株式会社技術名称 ：ｅｃｏｌｅ（旧：LEAB） 機械式ﾌｫｰﾑﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2024年10月10日時点》

■技術の成立性

区分３：活用促進技術 区分２：試行段階技術 区分１：開発・改良支援技術技術部門（主）：高度化 部門

技術部門（副）(副次的効果)

写真１： ecole用アスファルト 写真２： 敷きならし時の温度

写真３： 締固め温度と締固め度 写真４： 施工後の供用例



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（%）
同程度

低下

（%）

従来技術使用の場合と同様。 一般アスファルト混合物による舗装の経済性

工 程
短縮

（%）
同程度

増加

（%）

従来技術使用の場合と同様。 一般アスファルト舗装の工程

品質・
出来形

向上 同程度 低下
混合物温度が低下しやすい状況でも均一かつ高い締
固め度が得られ、アスファルト舗装の品質および耐久
性が向上する。

混合物温度が低下しやすい状況では、締固め度が低
くなり、アスファルト舗装の品質および耐久性が低下す
る。

安全性 向上 同程度 低下

従来技術使用の場合と同様。 一般アスファルト舗装の安全性

施工性 向上 同程度 低下

従来技術に比べて、混合物温度が多少低下しても
高い締固め性が確保できるため、施工の作業性が
改善される。

混合物温度が低下すると締固め度の確保が難しくなる
ため、施工の作業性が低下する。

環 境 向上 同程度 低下

中温化技術の一つとして、製造温度を従来技術に
比べて、最大30℃下げることができるため、骨材の
加熱に使用する化石燃料を削減でき、ＣＯ２排出量
を削減できる（製造時に最大20%程度の削減）。

従来技術のままでは、加熱温度の低減が図れないた
め、ＣＯ２排出量は削減できない。

維持管理性 向上 同程度 低下

従来技術使用の場合と同様。 一般アスファルト舗装の維持管理性

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（主部門）のアピールポイント）

申請者名：前田道路株式会社技術名称 ：ｅｃｏｌｅ（旧：LEAB） 機械式ﾌｫｰﾑﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（一般アスファルト混合物）

《2024年10月10日時点》



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（%）
同程度

低下

（%）

維持管理性の向上により、維持管理コストの縮減率
では低減が図れる。

一般アスファルト混合物による舗装の経済性

工 程
短縮

（%）
同程度

増加

（%）

主部門に準じる。 一般アスファルト舗装の工程

品質・
出来形

向上 同程度 低下

主部門に準じる 混合物温度が低下しやすい状況では、締固め度が低
くなり、アスファルト舗装の品質および耐久性が低下す
る。

安全性 向上 同程度 低下

供用期間が延長し、維持管理の頻度が低減するた
め、工事災害が発生しにくい。

一般アスファルト舗装の安全性

施工性 向上 同程度 低下

主部門に準じる 混合物温度が低下すると締固め度の確保が難しくなる
ため、施工の作業性が低下する。

環 境 向上 同程度 低下

供用期間が延長し、維持管理の頻度が低減するた
め、産業廃棄物の発生量等が減少する。

従来技術のままでは、加熱温度の低減が図れないた
め、ＣＯ２排出量は削減できない。

維持管理性 向上 同程度 低下

わだち掘れ量40mmに達する供用期間は約9年⇒約
11年と20%程度の供用期間の延長が見込まれる。

わだち掘れ量40mmに達する供用期間は約9年

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（副部門）のアピールポイント）

申請者名：前田道路株式会社技術名称：ｅｃｏｌｅ（旧：LEAB） 機械式ﾌｫｰﾑﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（一般アスファルト混合物）

《2024年10月10日時点》



■当該技術の課題と今後の改良予定

現在、広島県内でecole技術のアスファルト混合物を製造できる合材
工場は二工場である。今後、各拠点にecole製造可能工場を増やしてい
き、広島県内を広くカバーできるようにしていくことが課題である。ま
た昨今、中温化技術による低炭素舗装としても注目されているので、
カーボンニュートラルを推進する意味でアピールを進めたい。

■国土交通省(NETIS)への登録状況

■建設技術審査証明の発行状況

申請地方
整備局名

登録年月日 登録番号
評価

(事前・事後)

関東地方整備局 2014年3月7日 KT-130096-A

発注機関名 証明書発行年月日 証明書番号

－ － －

－ － －

■国及び都道府県等による技術的審査を受けている状況

東京都導入：東京都ではecoleと同じ機械式フォームドアスファルト混
合物を平成31年土木材料仕様書に導入。更にアスファルト混合物事前審
査委員会（関東支部）は同技術による「低炭素アスファルト」を中温化
新規取扱い混合物として2022年6月2日に承認。都が先行導入した。

発注者 県内件数 県外件数

広島県 ３ 件 ―

その他公共機関 件 30 件

民間等 ４ 件 件

■活用実績

■知的財産等

特許・実用新案 番 号

特許 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし 特許6026035

実用新案 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし

申請者名：前田道路株式会社技術名称 ：ｅｃｏｌｅ（旧：LEAB） 機械式ﾌｫｰﾑﾄﾞｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2024年10月10日時点》

発注者 年度 公共工事名（事業名）

広島県 H25 主要地方道江田島大柿線外舗装補修工事

宮城県北部土木
事務所

H30 瀬峰十王堂前外舗装補修工事
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